
新
年
を
迎
え
、
国
土
交
通
省

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
を
代
表
し
て

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
２
３
年
の
東
日
本
大
震

災
か
ら
丸
７
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
も
、

平
成
２
６
年
の
御
岳
山
噴
火
、

平
成
２
８
年
の
熊
本
地
震
、
平

成
２
９
年
の
九
州
北
部
豪
雨
な

ど
地
震
・
大
雨
・
火
山
噴
火
な

ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
全
国
で

頻
発
し
、
多
く
の
人
命
と
財
産

が
失
わ
れ
る
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

定
員
削
減
は

地
方
整
備
局
に

全
て
押
し
付
け

３
年
間
で
約
７
０
０
名

の
減
員
！

し
か
し
、
そ
の
復
旧
・
復
興

に
携
わ
る
地
方
整
備
局
・
国
土

地
理
院
の
職
員
は
平
成
２
４
年

度
以
降
約
２
，
２
０
０
名
も
減

ら
さ
れ
、
機
構
・
定
員
管
理
に

関
す
る
方
針
が
出
さ
れ
た
平
成

２
７
年
度
以
降
で
も
約
７
０
０

名
の
減
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
全
国
の
係
長
等

の
空
き
ポ
ス
ト
は
平
成
２
９
年

度
で
７
３
３
に
も
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
調
査
を
開
始

し
た
平
成
２
６
年
度
が
２
５
３

で
し
た
の
で
、
３
年
間
で
約
３

倍
に
増
大
し
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
係
長
等
の
空
き
ポ

ス
ト
は
、
全
国
の
６
地
整
３
１

出
張
所
の
一
人
出
張
所
長
と
い

う
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
組
織

状
況
を
生
み
出
し
、
こ
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
地
方
整
備
局
・
国

土
地
理
院
と
い
う
行
政
組
織
が

崩
壊
す
る
危
機
的
な
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
、
長
時
間
・
超

過
密
労
働
や
パ
ワ
ハ
ラ
に
も
直

結
し
、
残
念
な
こ
と
で
す
が
、

複
数
の
地
方
整
備
局
で
自
殺
者

や
心
の
病
で
休
職
す
る
職
員
が

出
る
な
ど
、
異
常
な
職
場
実
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、

会
見
で
藤
田
官
房
長
は
、
「
大

規
模
災
害
か
ら
国
民
の
命
・
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
は
国
土
交
通

省
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
使

命
。
地
方
整
備
局
・
国
土
地
理

院
、
そ
の
現
場
に
お
い
て
も
国

民
の
こ
う
し
た
負
託
に
応
え
る

べ
く
最
前
線
で
任
務
を
遂
行
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
」
「
国
民
の
負
託
に
応

え
た
業
務
の
遂
行
に
的
確
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
組
織

の
整
備
、
要
員
の
確
保
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
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監
督
検
査
業
務
も

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

「
人
員
削
減
→
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
→
技
術
力

・
現
場
力
大
幅
な
低

下
」
の

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が

一
層
加
速
！

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
国
土

交
通
省
は
、
「
今
後
の
発
注
者

の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
問
題

検
討
部
会
」
を
設
立
し
、
そ
の

中
間
と
り
ま
と
め
方
針
（
案
）

を
受
け
て
、
監
督
検
査
業
務
で

品
質
管
理
を
第
三
者
機
関
に
監

査
さ
せ
る
、
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
活
用
工

事
」
を
平
成
２
９
年
１
１
月
か

ら
試
行
導
入
し
、
さ
ら
な
る
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
推
進
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

部
会
委
員
＝

「
監
督
・
検
査
に
関
す

る
人
員
の
確
保
を
は
か

る
べ
き
」

国
土
交
通
省
＝

業
界
の
強
い
意
見
を
最

優
先部

会
委
員
か
ら
は
工
事
品
質

の
信
頼
性
向
上
の
た
め
に
も

「
監
督
・
検
査
に
関
す
る
人
員

の
確
保
を
は
か
る
べ
き
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
業
界
団
体
か
ら
の

強
い
意
見
を
最
優
先
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

あ
る
地
整
の
局
長
は
団
体
交

渉
で
、
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

を
実
施
し
た
業
務
の
後
戻
り
は

で
き
な
い
」
と
発
言
し
て
お
り
、

現
在
の
発
注
者
支
援
業
務
に
加

え
て
監
督
検
査
業
務
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
が
固
定
化
す
れ

ば
、
今
職
場
に
現
れ
て
い
る
「
人

員
削
減
→
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

→
技
術
力
・
現
場
力
大
幅
な
低

下
」
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
一

層
加
速
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

民
間
企
業
＝

安
心
・
安
全
よ
り

利
益
優
先

近
年
の
基
礎
杭
工
事
問
題
の

施
工
不
良
や
落
橋
防
止
装
置
の

溶
接
不
良
、
最
近
で
は
自
動
車

業
界
の
燃
費
不
正
問
題
や
神
戸

製
鋼
で
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題

等
は
民
間
企
業
の
「
安
全
・
安

心
よ
り
利
益
優
先
」
と
い
う
根

本
的
な
問
題
が
明
ら
か
に
な

り
、
行
政
や
業
界
に
対
す
る
国

民
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
る

中
、
安
心
・
安
全
な
社
会
資
本

の
整
備
、
公
共
事
業
の
品
質
確

保
が
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

１
県
１
事
務
所
の

危
険
性
が
！

国
民
の
安
心
・
安
全
は

守
れ
る
の
か
？

一
方
、
関
東
地
整
で
は
各
事

務
所
経
理
課
の
「
建
設
工
事
」

及
び
「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
」
の
入
札
及
び

契
約
手
続
き
窓
口
４
３
事
務
所

を
平
成
２
９
年
４
月
か
ら
１
４

事
務
所
に
集
約
・
縮
小
化
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
品
質
確
保
、

電
気
通
信
、
土
木
営
繕
の
技
術

分
野
に
次
ぐ
事
務
分
野
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
と
な

り
、
地
方
整
備
局
の
事
務
所
が

「
１
県
に
１
事
務
所
し
か
な
い
」

時
代
を
生
み
出
す
危
険
な
状
況

と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

防
災
・
減
災
・
老
朽
化

対
策
は

国
民
の
生
命
財
産
を

守
る
社
会
資
本
整
備
の

最
優
先
の
使
命

私
た
ち
国
土
交
通
省
管
理
職

ユ
ニ
オ
ン
は
、
社
会
資
本
は
、

現
在
及
び
未
来
の
国
土
・
地
域

を
形
づ
く
る
礎
で
あ
り
、
長
期

間
に
渡
っ
て
幅
広
い
国
民
生
活

や
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
防
災
・
減

災
・
老
朽
化
対
策
は
国
民
の
生

命
財
産
を
守
る
社
会
資
本
整
備

の
最
優
先
の
使
命
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

地
方
整
備
局
・
国
土
地

理
院
の
事
務
所
・
出
張

所
・
地
方
測
量
部
の
組

織
・
機
構
が
拡
充
・

増
員
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も

減
ら
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い

頻
発
す
る
大
規
模
自
然
災
害

対
応
に
加
え
、
権
限
代
行
に
基

づ
く
河
川
・
道
路
・
砂
防
事
業

等
の
執
行
も
付
加
さ
れ
る
中

で
、
社
会
資
本
整
備
の
最
優
先

の
使
命
解
決
の
最
先
端
で
活
躍

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
方
整

備
局
・
国
土
地
理
院
の
事
務
所

・
出
張
所
・
地
方
測
量
部
の
組

織
・
機
構
が
拡
充
・
増
員
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
減
ら
さ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

私
た
ち
国
土
交
通
省
管
理
職

ユ
ニ
オ
ン
は
、
新
規
・
再
配
置

・
時
限
増
員
を
フ
ル
活
用
し

て
、
地
方
整
備
局
・
国
土
地
理

院
に
働
く
職
員
が
安
心
し
て
仕

事
に
ま
い
進
で
き
る
組
織
・
機

構
を
実
現
す
る
た
め
、
本
年
１

月
か
ら
国
土
交
通
労
働
組
合
、

全
開
発
労
働
組
合
と
共
同
し

て
、
「
国
土
交
通
省
の
機
構
拡

充
・
職
員
の
確
保
を
求
め
る
署

名
」
を
取
り
組
み
ま
す
。
職
場

の
仲
間
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

の
干
支
は
「
戌
年
＝
守
り
の
年
」

で
す
。
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
り
、
職
場
に
働
く
管
理
職
員

の
健
康
と
処
遇
を
守
り
、
地
方

整
備
局
・
事
務
所
・
出
張
所
、

国
土
地
理
院
・
地
方
測
量
部
の

組
織
・
機
構
を
守
り
、
要
求
が

大
き
く
前
進
す
る
１
年
と
な
る

よ
う
、
本
部
役
員
一
丸
と
な
っ

て
奮
闘
し
ま
す
の
で
、
全
国
の

職
場
か
ら
の
応
援
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

管
理
職
員
の

皆
さ
ん
！

ユ
ニ
オ
ン
に
加
入

し
職
場
の
要
求
実

現
に
向
け
て
共
に

頑

張

り
ま
し
ょ

う
！

国
土
交
通
省

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

中
央
執
行
委
員
長

神
野

隆
司
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